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◆校内球技大会

◆賞状伝達式

◆性に関する講演会

◆部活動紹介

　７月１６日 ( 火 )、１７日 ( 水 ) の２日間、校
内球技大会が開催されました。男子はサッカー、
ソフトボール、バスケットボール、女子はバス
ケットボール、バレーボール、バドミントンの
それぞれ３種目で熱戦が繰り広げられました。
天候にも恵まれ、スポーツを通してクラスの親
睦が一層深まりました。総合順位は以下の通り
です。（総合順位 ) １位…２年２組　　
　　　　　　　　 ２位…３年３組
　　　　　　　　 ３位…３年２組

　７月１９日 ( 金 )、第１学期の終業式に先立ち
賞状伝達式が行われました。陸上競技部をはじ
め卓球部や吹奏楽部など、各大会で優秀な成績
を収めた生徒・団体に対し、学校長より賞状が
伝達されました。また、書道のたなばた展や漢
字能力検定において上位入賞、上位級への合格
を果たした生徒も呼名され、代表生徒に合格証
などが手渡されました。全校生からは、賞状を
受け取る生徒に対し惜しみない拍手が送られ、
仲間の栄誉を共に祝おうとする温もりが感じら
れるひとときとなりました。

　７月１２日 ( 金 )、性に関する講演会が行われ
ました。講師の助産師さんからは「大人へのこ
ころとからだのステップ～高校生の『今』を大切
に～」という演題で、高校生を取り巻く性の現
状などについてお話をいただきました。暑い中
での講演会でしたが、生徒一人一人が講師の話
に真剣に耳を傾けていました。今回の講演によ
り、生徒たちがこれまで以上に正しい知識を身
に付け、適切な意思決定や行動選択ができるよ
うになってほしいと願っています。

　夏休み中の部活動の様子を２つご紹介しま
す。美術部は船引町の「灯籠流し大会」に向けて
灯籠作りに励みま
した。 その結果、
美術部Ｂチームが
大会実行委員長賞
を、同Ａチームが
福島民友新聞社賞
を受賞しました。 
　卓球部は、夏休
み中の２つの大会
に向けて、これまで以上に練習に励んでいます。
　多くの部で３年
生 が 引 退 し、 新
体制がスタートし
ています。フレッ
シュな顔ぶれによ
る新人戦などでの
活躍、公開文化祭

「鵬 翼 祭」な ど で
の発表が今から楽
しみです。
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踊
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。
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あ
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農
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を
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し
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節
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葉
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が
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。
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。

　

今
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。
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光
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尽
き
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